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① 落門の滝の修景工事

落門の滝
•かつては･･･下木の滝、不動の滝、雲井の滝

•現在は ･･･落門の滝 ←広瀬淡窓の漢詩に由来

•城原井路（寛文頃～）の末流･･･農業用水路

•大正13年（1924年）･･･豊後竹田駅の開業

•令和6年度･･･国登録記念物（名勝地関係）

•令和7年度･･･世界かんがい施設遺産
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滝つぼの「排水パイプ」など
→ 景観的に改善の必要あり
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「ます」の補強と修景
「排水パイプ」の撤去



江戸時代の絵図

佐久間竹浦《落門の滝四季真景図》大正1３年（1924）
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城下町の風致景観の要を成してきた「落門の滝」の卓越した存在感

「落門の滝」
↓

昔も今も、城下町および豊後竹田駅周辺の景観を形成する重要な要素



② 歴史の道について

「歴史の道」
•S54～H10･･･歴史の道整備事業（舗装など）

•豊後竹田駅 ←（歴史の道）→ 岡城跡

•史跡・博物館・記念館が分布、歴史に触れな
がら城下町を散策することができる。

•城下町の観光ルート／ウォーキングコース

•現状、十分に活用されているとは言えない。
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「歴史の道」のこれから
•再構築し活用へ･･･城下町散策の主要ルートとして

（観光・教育・健康）

《検討課題》

•基本ルートに新たな要素を加え、ブラッシュアップ

•案内板、説明板、パンフレット等の再整備

•デジタル技術の活用

•インバウンド対応（多言語解説）

•駅前整備との連携･･･スタート地点

•観光ボランティアガイドの育成と連携
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